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地球科学における流動現象の特徴の１つは，流体の構成要素の相変化が生じる点にある．部分溶融系の流動で

は流体の運動にともない，固化・液化が生じ，火道中のマグマではガス相の発泡が生じる．また，火星などでは大

規模土砂崩れの伝播には，凍土や CO2 クラスレイトの気化が重要な役割を果たしているというモデルが提出されて

いる．いずれの場合においても相変化により流体が物性の著しく異なる構成要素からなる混相状態になり，相変化

の進行とともに相対体積比が大きく変化することにより，系全体の流動特性が大きく変化することが重要である．

このような系の流動現象は，わずかな環境の変化によって大きな変動をみせることがあり，大変興味深い．実

験室においてもこのような系を再現できれば，我々の頭脳を大いに刺激し，新しいアイデアの供給源となる．本講

演では，バスボムを利用した実験を紹介したい．

バスボム TMは発泡するタイプの入浴剤として最近注目されている製品である．主成分は炭酸水素ナトリウムに

少量のクエン酸を加えたものであり，水に溶解する過程で分解し炭酸ガスを発生させる．入浴時に風呂水に投入す

ることにより激しく発泡し，芳香とともに発泡が独特の感触を与えるため，入浴剤として若い女性を中心に話題と

なっているものである．

実験では，円筒状セル内に水溶性粘性流体とバスボムを封入密閉した後，一端を減圧することにより発泡状態

を観察した．本発表では特に，液体の粘性が発泡の進行に果たす役割を議論する．


